
◆目的

 

：

 

表示端末等を用いた『電力見える化サービス』のサービス性や技術方式等の検証

◆内容

 

：

 

①家庭の電力を『見える化』し、省エネをナビゲート

 ②太陽光パネルの発電状態の見守り

 ③排出権※を原資とした環境保全活動等への参加・貢献

◆対象

 

：

 

関西エリアを中心とした約200世帯

◆期間

 

：

 

2011年2月末～2011年5月末（予定）

※実証実験については、自家消費電力量を計測し「みなし排出権」としています。
実際に実証実験参加者様からは排出権を取得しておりません。
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表情で“省エネ度合い”を表現 詳細情報（電力消費量（円換算）など）を表示
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